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日
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後
か
ら
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一
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一
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し
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災
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縮
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受
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ら
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愛媛県喜多郡

印刷所愛媛協同印刷版

結構野千万円iこ

二
百
十
日
よ
り
十
日
早
い
八

月
二
十
一
日
は
台
風
十
号
の
最

悪
の
コ

l
ス
を
迎
え
、
特
に
暴

風
に
よ
る
被
申
告
は
最
近
ま
れ
に

見
る
激
し
き
で
し
た
。
本
町
内

に
お
い
て
も
下
表
に
見
る
よ
ラ

な
大
き
な
損
害
を
被
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
住

宅
を
は
じ
め
各
種
の
被
害
を
受

け
ら
れ
、
そ
の
あ
と
始
末
に
ご

苦
労
の
こ
と
で
し
ょ
ラ
。

公
共
施
設
も
悲
惨
な
死
者
を

出
し
た
旧
白
滝
中
学
校
転
用
の

宗
栄
産
業
白
滝
工
場
の
倒
壊
を

は
じ
め
各
種
建
物
の
全
壊
半
壊

一
部
破
損
は
三
十
五
棟
に
の
ぼ

り
、
上
水
道
、
有
線
放
送
、
町

道
、
橋
梁
、
河
川
、
海
岸
、
漁

港
を
は
じ
め
、
農
道
、
林
道
用

排
水
施
設
な
ど
相
当
広
範
囲
の

被
害
を
一
受
け
ま
し
た
。

壊
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損
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半

床
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住非家

10号の被害

全

半
公共建物|

9，350 

8，200 
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1，000 

1，000 

5，200 
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路上に飛んだトタン屋根をおこす

消防団員(白滝で)
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昭和44年度
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財 政 状況 公表の

「

長浜町の財政事情の作成および、公表に関する条例に

より昭和44年度の財政の公表をします。

司田西

昭和 4 5年 9月

長浜町長

般ー_..
歳(入付金)入

計

醐刷

曲3，538，737

抗
議
官
細
川
川
割
宮
司
洲
町
一
酬
…
rum一時一

h
z
t司法込書判官

日圏

741，132円

425，955，915同

26，981，136問

111，573円

町有財 産

20，587 m' 

49，329 m' 

160，602 m' 

1，771 m' 

中本

物

地

雑種地

山

建

砂五一>

宅

歳入歳出差引殆

11 ，07~ 
/諸収 入 2.12%

、...._~繰越金1. 83%
一一繰入金 0.08%

/財産収入

0.98% 

下須戒「カジヤ，

自動車取得税
交付金i，O6% '" 

争
犠
護
錫
警
襲
撃
龍
寺
勺
警
議
襲
審
議
貌
嘩
軍
護
軍
畢
草
島
野

無事喜地「町道喜芳灘~白滝漢」復旧

特別
国民健
直営主

算予

国民健康保険

町税と住民負担

高

高

ヲ|

ヲ|

島航路一一一一

5，799，000同

5，139，654同

入

出

車
円

算

高

歳

歳

差

入

予

歳

114，261，000同

127，514，708同

110，457，907同

17，056，801円

1世帯当たり 4，767円
1人当たり 1，618円

算

高

高

入

出

圏定資産税

24，072，098円

34.32% 
1世帯当たり 6，187円
l人当たり 1，636円 生命

5，619，672同
口

I司出歳

480，018円乙』ヲ|差



」〆

浜町の財政

下須戒「愛生橋」復旧

水道事業会計

(損益計算書)

言十金科

歳(出るお金)出計ヨミ

害責

19，282，051 益ヰ又7./( (1)給
費僚公

害

費

ロ
u

災

復費

1
1
1
1
1
1
-
-
1
1
1
1
」
教

一

費

-vi
山

防

一

wn
i
 

一

費

溺
溺
悶
悶
溺
溺
繍
矧
繍
繍
繍
繍
繍
繍
溺
繍
遡
木

一

土

一

費

『
毅
繍
遡
工

一

商

一

水

費

鳴
謝
調
品
類
溜
劉
羽
剖
剖
林
業

農

産費働労費生衛費生民費務総費会議

。
ロh
M

回
目費

1日

主
十
一
九
一
盟
主
宮
市
内
部
品
明
日

ih盟問両院山崎市消一一日説明…
vmvbmmvb品川一部川崎

日曜日一陸軍事一却を紅白川町議官邸品羽田盟諸割弱思議雌問調
F
抗
議
論

目

352，884 (2)受託工 事収益

(3)モの他営業収益

計

19，859，069 224，134 
634，011，ωo 1，382，000 制0，仰O

340，ω。
8，田5，剛158，647，00011四，124，醐174，悶5，0ω予算額 17，099，酬183，蹴，000166，831，000152，737，000

〈同〉

5，704，062 (1)原水及び浄水費
9
 

8
 

拙4
 

2
 

9
 

5
 

一O叩
削掴蜘印m

 

M
 

44，904，528 

1，881，519 (2)配水及ぴ給水費

281，749 (3)受託工 事 費
議会費 1.15%

I~ 諸支出金0.06% 3，344，254 費係(4)総

:高(翌年度繰越金)

)，878円
150，000 

費
一
費

却
一
耗

昔
員
一
事
叫

，A
q
-
-
d
η
V
 

価
一
産

減
一
資

)
-
)
 

P
O
一

円

i

(
-
(
 

1，941，073 

金出(5)繰

15，623，523 2，320，866 

4，235，546 益利業許同
昌

2，505，284 営業外収益

7，294，063 

4，788，779 

553，233同

営業外損 失

営業外費用

失損純
労働貴一一
0.01% 

商工費-
1.54% 

消防費
1.37% 

IIJ護岸復旧

(45. 5. 31現在)

区 JjJj 借入先
現 在 額(円) l世帯当り額(円) 1人当り額(円)件 数

教 育 4 272，520，965 69，985 18，465 
衛 生 3 15，662，075 4，022 1，061 
土 木 3 67，208，966 17，259 4，554 
農林水産 5 29，967，204 7，696 2，030 
公営住宅 2 3，003，521 771 203 
民 生 2 6，595，135 1，693 447 
商 工 1 31，631 8 2 
総 務 4 29，463，391 7，566 1，996 

計 24 424，445，288 109，000 28，758 

費イ責

一般会計(普通債)

公

湾港施設一一

5，183，000同ー算予

7
I
L
l
-
-

会計

13，871，000同

1，261，803同

!表保険
診療所

1，272 
550 

525 
2，347 

4，821 

2，083 
1，990 
8，894 

18，774，837 

8，111，961 
7，748，503 
34，635，301 

6，251 23，693 

935 3，545 

一般会計(災害債)

土 木

農林水産

その他

計

上水道特別会計(上水道)

普通債 I3 I 9μ61，叫

上水道特別会計(簡易水道)

|普通債 I2 I 13，802，191 
港湾特別会計

普通債 I1 

5，006，071同品入歳

5，006，071円

。伺
高

号|

出歳

差

8，788，689円

ム 7，526，886円

9，377，000同

農業共済事業

算予

7，050，245同高入歳

966 3，661 14，257，549 6，701，062円高出歳

39，257 148，793 579，401，773 36 富十

349，183同日|差
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開発日誌

(第167号)

8
・
位

漁
業
補
償
説
明
会
ひ

ら
く
(
沖
浦
地
区
)

開
発
公
社
理
事
会
ひ

ら
く

漁
協
臨
時
総
会
ひ
ら

く
(
黒
田
沖
埋
立
て

に
と
も
な
ろ
漁
業
補

償
問
題
に
つ
い
て
協

議〉漁
業
補
償
調
印
式
行

な
う
H
調
印
成
立

埋
立
て
現
場
を
説
明

(
埋
立
て
指
命
建
設

業
泊
社
に
た
い
し
〉

臨
海
工
業
開
発
事
業

説
明
連
絡
会
ひ
ら
く

黒
田
沖
埋
立
て
業
社

入
札
行
な
ラ
リ
叩
社

の
う
ち
東
洋
建
設
が

落
札

8
・nゅ

8
-
U同

8
-
n
υ
 

8
-
w
 

、__.，..

8
・M
出

~:;;主

8
・ぉ

カぎな幸良h画評泣三昭和45年ヲ月20日

プール完成グ

みい| いし! き待
でで/レ生わはlレやま望
すしの徒い夏閲やしの
ねた感たでがき遅た長

u 。触ちし長をれ。浜
来にはたかし八小
年、、。つま月

の楽初たし二中
夏しるこた十プ
がさて とが六 l 
たい泳が、日 Jレ
のつぐ 、こにが
しばプさとプで

8
・
Mm

闘を立に昭
発正地た和
公式へい電
社 申 の し 工
役し企黒が
員入業田県
会れ進沖と
ひ 出塩町

? 

4 

額
者
が
出
た
場
合
の
こ
と
を
考

え
て
、
三
固
ま
で
行
な
え
る
よ

ラ
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
回

で
設
計
金
額
以
下
の
最
低
額
の

一
社
が
出
た
た
め
決
定
と
な
り

ま
し
た
。

ら
く

東
洋
建
設
と
黒
田
沖

埋
立
て
工
事
の
請
負

契
約
を
締
結

8
・
引

黒田沖埋立て

額
が
公
社
の
予
定
価
格
を
オ
ー

バ
ー
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
同

14 
東億
洋 7，410
建万
設円
がで

漁
業
補
償
問
題
の
解
決
、
埋

立
て
の
認
可
を
見
越
し
て
、
開

発
公
社
で
は
黒
田
沖
埋
立
て
工

事
施
行
者
を
決
め
る
入
札
を
さ

る
八
月
二
十
五
日
町
体
育
館
で

行
な
っ
た
結
果
、
松
山
市
(
本

社
・
大
阪
〉
の
東
洋
建
設
工
業

株
式
会
社
(
資
本
金
三
十
億
円
)

が
十
四
億
七
千
四
百
十
万
円
で

落
札
、
施
工
者
と
決
ま
り
ま
し

た。
入
札
は
、
大
手
建
設
業
十
社

を
指
定
し
て
大
野
町
助
役
、
村

本
町
議
会
議
長
ら
九
人
の
立
ち

会
い
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
入
札
方
法
は
、
入
札

ω億
円
で
電
極
工
場

用
地
の
八
割
を
確
保
予
定

黒
田
沖
埋
立
て
予
定
地
に
昭

和
電
工
の
進
出
が
濃
厚
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
電
工
が
、
さ
る

八
月
二
十
六
日
、
県
庁
を
訪
れ

県
と
当
町
に
た
い
し
埋
立
て
予

定
地
へ
の
工
場
建
設
を
正
式
に

申
し
入
れ
、
協
力
を
要
請
し
て

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
化
し

て
き
た
も
の
で
す
。

(
以
下
祁
・

8
・
U
発
行
愛

媛
新
聞
に
よ
る
)
申
し
入
れ
は
、

昭
和
電
工
の
河
村
隼
人
取
締

役
炭
素
事
業
部
長
、
村
上
憲
夫

取
締
役
エ
ジ
ジ
ニ
ア
リ
シ
グ
事

業
部
長
が
、
同
日
午
後
一
時
、

県
庁
に
松
友
副
知
事
を
訪
れ
て

行
な
わ
れ
、
西
田
町
長
も
同
席

し
ま
し
た
。

昭
和
電
工
の
事
業
計
画
に
よ

る
と
、
埋
立
て
予
定
地
約
三
十

万
六
千
平
方
針
の
う
ち
工
業
用

地
と
な
る
約
二
十
九
万
八
千
平

方
針
の
約
八
三
容
で
あ
る
二
十

四
万
七
千
五
百
平
方
以
の
土
地

を
確
保
、
当
初
六
十
億
円
で
炭

素
製
品
お
よ
び
耐
火
原
料
の
製

造
工
場
の
建
設
を
来
年
一
月
に

着
工
、
四
十
七
年
か
ら
操
業
す

る
と
い
ラ
も
の
。
当
面
の
従
業

員
数
は
約
三
百
人
で
、
ろ
も
二

百
五
、
六
十
人
は
現
地
採
用
を

予
定
、
ま
た
原
料
製
品
の
輸
送

に
必
要
な
五
千
ト
ン
級
の
船
が
接

岸
可
能
な
港
湾
設
備
は
岡
県
に
、

土
地
と
日
量
二
千
ト
ッ
の
工
業
用

水
(
肱
川
支
流
の
大
和
川
か
ら

導
入
〉
は
町
に
、
そ
れ
ぞ
れ
協

力
の
依
頼
が
あ
る
見
と
お
し
で

す。
主
力
製
品
の
炭
素
電
極
ハ
金

属
溶
解
炉
用
)
は
年
産
三
万
J

を
予
定
し
、
ラ
ち
一
万
四
千
ト
ン

を
輸
出
、
一
万
六
千
ト
ン
は
自
家

用
お
よ
び
住
友
化
学
な
ど
園
内

需
要
を
見
込
み
、
年
生
産
額
に

し
て
四
十
五
億
円
と
な
る
。
ま

た
耐
火
原
料
と
い
う
の
は
、
ク

ロ
ー
ム
マ
グ
ネ

νク
ム
レ
シ
ガ

の
原
料
生
産
の
こ
と
で
、
レ

γ

ガ
製
造
工
場
の
あ
る
岡
山
へ
の

供
給
に
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
公
害
の
心
配
は
絶
対

に
な
い
」
と
説
明
、
無
煙
炭
を

電
気
で
焼
き
、
そ
れ
を
石
炭
ピ

ッ
チ
で
所
定
の
型
に
固
め
て
焼

い
て
表
面
加
工
で
仕
上
げ
る
と

い
う
炭
素
電
極
の
製
造
工
程
で

は
、
無
煙
炭
か
ら
炭
酸
ガ
ス
が

出
る
だ
け
で
、
特
別
な
公
害
防

止
設
備
は
必
要
な
い
と
い
ラ
。

し
か
し
、
県
お
よ
び
町
で
は
今

後
の
た
め
、
手
続
き
の
段
階
で

同
社
と
公
害
防
止
協
定
を
結
ぶ

方
針
で
す
。

な
お
、
昭
和
電
工
の
確
保
予

考講題には出る調 JLし規と県 しも針にのりで曇が水 H すすな土定
えしに企、をが査地、模しで長久てそで公う守護満、新部河公。るど地土
だ てつ業ま見、の菜県工ても浜松ほのあ害わ進る酎た港規長村昌 このに地
。もい亙とるこ実砕政業、南臨知し心りのさ面冬はさ、工の昭ー膏 と流つを
らて地とこん施なの開問予海事 い配二心もに存それ地場話和の に通い差

にとどにど重発士工部の。は隠配ああ暑のね理を 電 、 予団てし

fZi室開号室長計量蓄5話 E安53きそ三主要量 王;話 雪Tqj!
要 の 公 深 つ 電 組 前 策 画 度 発 い のらけでてなとら件す /:1-< ~LI れし地た
望措害いた工ん出とを言のて でいな、はえもなのる 素な 蕩
す 置 の 。 ζ のでなし企り拠は 安つい純公て満い三に 重い い朝長り
るを問特と進い諸て画大点、 心て方対害お足がつは 楽 p ま用業の

長更 白豊大出櫛喜 長転 出櫛白豊大黒 長通|り相と金導る事関通相。関、、とたのに四五五導導
還 交員おろの 指 じ は に 交 た を は で し 会 目 指 十 指 指

多 者 相で談と般で 。 故 す 警 警 始 い 塁20席開会人人員里
浜署 滝茂和海生灘 浜交海生滝茂和田 浜談す員に尉ま救る闘すよ浜相 、木叶ー

通 員 。とななそた済紛、のるいの談でた決連決二十
導 指 ，....， I指っ指の、な争ま任 ζ よ町員辞交〉交ま人六

新古里高堤空白目撃話27車中首長官同誌E高責間際音泉奈官官客室議奇交 (雪己主要島知君主室長 35理14へ
30 野 η ( 喜幹 亀'-/ '-/はま期通員相、違、な的安導 手寺は人定わ学

長型華撃Eる塁日譲義武東文優襲名竺霊登要望喜究費徹事竺契伯雪重量語悲喜重量 22士号室益官官室;皇室立 問責字詰雪雲
定と な上頭応いどの し動動定 ま絡三交七六通

活動開始グ

交通安全推進協議会

指導員ら決まる

私
た
ち
の
町
で
は
、
交
通
安

全
活
動
が
も
っ
と
効
果
的
に
行

な
え
る
よ
う
、
ま
た
、
そ
の
実

績
が
弘
双
除
毒
品
切
っ
に
と
、
さ
る

五
月
一
品
か
ら
、
と
れ
ま
で
の

局
調
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会

の
組
織
を
改
善
整
備
す
る
と
と

も
に
、
町
の
一
行
政
事
務
の
体

系
に
組
み
入
れ
る
な
ど
、
新
し

い
組
織
づ
く
り
を
し
ま
し
た
が

そ
の
中
で
、
も
っ
と
も
実
質
的

な
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
交

通
相
談
員
十
五
人
、
運
転
者
交

通
指
導
員
十
六
人
、
婦
人
交
通

学
長戒柴白豊大出櫛喜長出長校須 白豊 大出櫛喜沖
浜川滝和海生多浜海浜交 多(
高小小小茂小小小灘小中中通沢 滝茂 和海生灘浦未

小指 決
導 4

水 生 池 山 兵 三 黒 平 谷 和 菊 和 員 木 岩 福別窪玉児佐菊中渡村松兵神玉服峯新笹人作
閉回国吉頭井岡井本田地田(多井 村宮 井玉々地川辺上本頭田井部岡江田)森

正 登 12 千三美 木三サハ イミミト
俊準敏 九一一代宣友人照秋 代 清 恵 三 千佐和キツ初 久セドツ龍キ

勝道爾雄満前郎孝善子之告〉子子子子子幸良代手子子子子都子子リノレ子エ
子

闘幽
マ
下
須
戒
・
松
野
サ
サ
エ
さ
ん

現
金
二
万
円
を
「
町
社
会
福

祉
協
義
会
」
へ
。

マ
長
浜
担
区
・
矢
野
克
さ
ん

現
金
千
円
を
(
ま
ご
こ
ろ
銀

行
日
へ
。

マ
豊
茂
・
藤
田
霞
さ
ん

金
一
封
を
「
豊
茂
支
館
」
ヘ

マ
町
内
一
老
人

災
害
見
舞
金
に
と
現
金
三
千

百
円
を
「
町
」
へ
。

〔
新
採
用
(
九
月
一
日
付
〉
〕

西
川
千
代
子
(
開
発
課
)
、
一

鶴
田
洋
子
・
草
川
和
子
(
長
浜

保
育
所
)
、
中
居
千
草
(
沖
浦

保
育
所
)
、
上
回
ヒ
サ
子
(
櫛
生

保
育
所
)
、
藤
本
良
子
(
大
和
保

育
所
〉叩

月
4
日

什
日

旬
日

羽
田

菊
地
医
院

問
屋
医
院

辻

医

院

石
村
医
院 弘

美

この表は、切り取ってよく見える所へはって利用してください

問
月
保
健
事
業
計
画
表

で状次
きのの
ま方ょ
せはう
ん 接 な
。種症

4 3 2 1 

妊ア病ラ糖方有
産ν後こ尿。熱
婦jレ衰と病患
。ギ弱がj患者
l者不者 、
体ま適、 心
質た当脚臓
のはと気血
方著認患管
、しめ者系
まいる、
た栄疾そ腎
は養病の臓
け障に他ま
い害か医た
れ者か師は
ん。つが肝
性て予臓
体い防に
質る接疾
の方種恵
方。をの

行あ
なる

乳
児
相
談

生
後
二
ヶ
月
か
ら
誕
生
ま
で
の
方
、

母
子
手
帳
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
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同
-1川
内
]
同
州
刑
序
防
崎
町

@
初
回
該
当
者

昭
和
科
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
必
年
6
月
初
日
ま
で
に
生
れ
た
方

(
5
回
受
け
な
け
れ
ば
免
疫
が
で
き
ま
せ
ん
)

@
追
加
該
当
者

昭
和
必
年
7
月
1
日
か
ら

昭
和
科
年
4
月
初
日
ま
で
に
生
れ
た
方

(
但
し
昨
年
3
回
実
施
済
み
の
方
〉

終
(
ジ
フ
テ
リ
ヤ
だ
け
)
該
当
者

昭
和
必
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
の
予
定
者

き

。
最

受

付

時

間

」

一

ー

は

ぽ

2

叩
パ
制
川
叫
川
副

I
l
l
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一2
一

今

坊

隣

保

い

閣
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引
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ぺ

引

引

制

J
M
U
門
門
門
阿
国

|

引

矧

寸

刻
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叫

U
1「
明
「
「
凶
同
陣
同
陣
院
出

|

叫

叫

利

引
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U
I「
円
卜
l

同
国
陣
同
陣
医
惜

j
u
叫
川
副
川
引
制

1
i寸
訂

引

↓

ー

公

民

館

豊

茂

故

障

れ
引
制
引
け

4
J門
川
い
い
附
岡
阿
〕
門
凶
国
同

|

叫

叫

川

副

U
叫
べ
叫

J
ぺ
凶
い
し
「
民
除
防
除
同
瞳
1

l
i
l
-
-
m
矧
川
珂
川
叫
ぺ
判
戸
い
円
ト

1

伶
い
円
陣
十
晦
γ
出
「

!
i
剖
叫
ぺ
引
川
叫
ぺ
判
1
1

↓U
「
卜
L
阿
』
片
時
「
出
内
閣
l

i
J制
阿

凶

m
m円

1
寸
訓
〔
公
四
陣
同
晦
ー
居
間
|

成
比
病
検
障
し

。
満
州
叫
才
以
上
の
方
会
員

@
現
在
医
師
の
治
療
を
受
け
い
る
方
は
除
〈
。

@
ω
才
以
上
の
方
で
老
人
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
ど
持
参
下
さ
い
。

司

副

町

一

山

川

ハ

問

一

該

当

地

区

つ

叫
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叫

引

叫

川

配

「

ポ

川

小

学

校

一

時

川

同

区

|
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山
山
山
副
印
刷
劇
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仰
昨
ハ
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